


























<目的> 

 小児内分泌疾患は,最近の診断技術の向上と治療進歩に伴い,その実態の把握が極めて重

要となってきている。過去 2年間の公費給付台帳に基く実態調査で,この調査法の問題点,

限界も幾つか指摘してきたが,反面公費負担を受けている患者の実態はかなり明らかとな

っており,また公費負担制度の制度上の問題点も明らかになってきた。本年度は 3年間の研

究結果を総括する目的で,53年度給付台帳に基く実態調査と56年度給付台帳に基く実態調

査を比較しながら，慢性疾患の動向を把握し,その中で内分泌疾患がどのように変動してい

るかを調査した。 


